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Abstract: We supported the activity of handicapped child using e-AT(electronic and information technology based 
Assistive Technology) in particular until now in cooperation with a special support school.  However, the demand of the 
e-AT apparatus which plural children could use at the same time from a special support school appeared because e -AT 
which I developed was a thing for a target one student. This study was made to developed the electronic "sugoroku" game 
for the purpose of the numerical concept acquisition and handicapped children. Using electronic “sugoroku”, I improve an 
apparatus and the understanding degree check in reference to an evaluation 
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1. はじめに 
これまで，特別支援教育が必要な児童や生徒に対し，AT

（Assistive Technology）を用いた様々な教材が開発されて
いる(1)．特別支援教育とは，障がいのある幼児・児童・生
徒の自立や社会参加を目的に身体障がい者などを対象に行

う教育のことである．1 人 1 人の教育的ニーズを把握し，
その持てる力を高め，生活や学習上の困難を克服するため，

適切な指導及び必要な支援を行うものである(2)．障がいの
ある幼児・児童・生徒に対する物理的な操作上の困難や障

壁（バリア）を機器の工夫によって軽減しようとする考え

方を ATと呼ぶ(3)． 
本校では，現在共同研究を行っている泡瀬特別支援学校

に在学する重度重複障がい児に対し，赤外線タッチスイッ

チやジョイスティック型マウスなどの e-AT（electronic and 
information technology based Assistive Technology）を用いた
教材の開発が行われている(4)．重度重複障がい児とは，重
度の障がいを併せ持っている児童のことであり，彼らは可

能な動作が限られていることが多い．そのため，e-AT機器
では細かな動作が苦手な児童を支援するために開発された

ものである．しかし，これまでに開発されている e-AT機器
は個人での利用を前提としており，児童に対してグループ

ワークを目的としての他児童との交流の場を設けることが

困難であった．また，児童によって障がいの度合いや学習

能力に個人差が大きいことも交流の場を設けることが困難

な原因の 1つであり，多くの児童に対して生活に必要な教
育内容が必要である．それらの例として数概念獲得があり，

これはすごろくを利用することでサイコロの目にあわせて

コマを移動させるといった動作により数的概念の理解につ

なげる．また，すごろくを複数の児童で同時に利用するこ

ともできる．そこで本研究では，各児童の容易な動作に合

わせて開発されたコントローラを利用することで，複数の

児童が数概念について学習できる教材としてブロック型電

子すごろくを開発する． 
 

2．肢体不自由児の数概念獲得について 

 本校では，1，2，3…，10 といった記号を数字として認
識することができ，実際にものと関連付けて数唱できる能

力のことを数概念獲得と定義している．実際に 1 から 10
までの数唱について，初等教育では絵とおはじきを 1 対 1
で対応させて個数を比較するといった方法を用いて指導し

ている(5)．しかし，肢体不自由児の場合，上肢の麻痺の問
題から，おはじきに限らず手で持つといった動作を必要と

する指導をそのまま行うことは大変困難である．そのため，

e-AT 教材であるスイッチ機器を利用することでものをつ
かみ動かすといった動作を e-AT を用いて個人に合った動
作に置き換えることで支援することが出来る． 
 
3．ブロック型電子すごろくの開発 

3-1ブロック型電子すごろくの概要 

今回開発するブロック型電子すごろくの構成を Fig.1 に
示す．肢体が不自由な児童は可能な動作が限られているこ

とが多い．例えば，すごろくで遊ぶためのサイコロを振る，

駒を進めるといった動作は車椅子に座った状態では困難な

場合がある．そこで，本教材では児童に合わせて開発され

たコントローラを利用することで，上記の困難な動作を児

童自身が容易とする動作に代替する．また数概念獲得のた

めのアプローチとして， 7 セグメント LED による数詞表
示や児童がスイッチの押下による点灯・消灯を行う．これ

により，数詞の理解や対応した色の LEDが点灯・消灯によ
り，児童が自分の動作と数の増減の関係を学習することが

できる．また，ブロックの数を増減することで児童の学習

状況に応じて，数の大きさをコントロールすることができ

る．このとき，教員は教員用コントローラを用いることで

ゲームを管理する．教員用コントローラでは各コントロー

ラに対応したスイッチを押下することで操作可能なコント

ローラを限定することができる．これにより，順番でない

児童の操作を禁止し，操作する順番を管理することができ

る．また，教員用コントローラにも「進む」・「戻る」に対

応したスイッチがあるが，他のコントローラと違い常に操

作可能である．この操作は順番の指定されたコントローラ

に対応したコマに反映する．これにより，指定したコント

ローラを利用している児童が操作を間違えた，あるいは操

作自体が困難であるといった際に補助を行うことができる． 
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Fig.1 Figure of system implementation plan 

 
3-2ブロック型電子すごろくの動作検証 

 今回は動作検証を行うための簡易版として，Fig.2に示す
児童 1人用のブロック型電子すごろくを作成した．コント
ローラにある 2つのスイッチのうち，左側が「進む」，右側
が「戻る」にそれぞれ対応している．実際に行った動作検

証の様子を Fig.3 に示す．まず制御部の側面に設置した
「RESET」スイッチの押下に伴い，各ブロックの 7セグメ
ント LEDが点灯した．制御部に接続している方のブロック
を 1マス目，その右に接続された方を 2マス目と各ブロッ
クの正しいマス番号を表記したことにより，制御部内の初

期化処理が正しく行われたことを確認した．次にコントロ

ーラの「進む」スイッチの押下により 2マス目の LEDが点
灯することから，動作処理も正しく行われていることを確

認した．この電子すごろくに対して特別支援学校の教員か

らは，LEDの発光による目への刺激が，注意が散漫になり
がちな児童の注意を引くのに有効であるという評価を受け

た．また，マス目を表示したり，LEDを順に発行させたり
することによる数える順序の提示も計数学習の支援として

有効であるとの評価も受けた．今後の課題としては，現在

1 人用である簡易版のブロック型電子すごろくを 4 人まで
対応させることで実用化することとその評価実験を行うこ

とである．その他，ブロック同士を接続しているケーブル

が長すぎる，ケースの中身が見えてしまうなどの児童に対 
 

 
Fig.2 Block type electron “sugoroku”(two blocks) 

 
Fig.3 Movement by the switch pressing “to advance” 

 
 

 
して関係のない刺激は最大限取り除いてほしいといった細

かな指摘に対する改善も行う． 
4．初学者用ブロック型電子すごろくの開発 
 特別支援学校と連携を取る中で，コントローラを用いて

操作することは，視野に手先の動作が入らないことから操

作性に問題があるのではないかという指摘があった．そこ

で我々は，初学者向けの児童を対象にマス目にスイッチを

設置し，スイッチを押下することによって LEDが点灯する
すごろくを考案中である．これにより，視野の中に手先の

動作を含むことによって，数概念の初学者に対して理解に

繋げやすい教育支援ツールになると考える． 
 

 
Fig.4 LED lighting circuit by the switch pressing of square 

 
5．まとめ 
 本研究では，肢体不自由児を支援するブロック型電子す

ごろくと初学者に向け改良したブロック型電子すごろくの

2つを提案し，数の概念獲得を行うことが可能な e-AT機器
の開発を行った．肢体不自由児向けでは，電子すごろくの

使用を繰り返すことで，コントローラの操作性改善や児童

にあったコントローラの開発を行う必要がある．また，児

童の集中力の妨げとなる，ブロック間で通信を行う際に利

用するケーブルの削減に努める．初学者向けでは，児童が

使用する際に視野の範囲内で手先が動作するように機器の

範囲を考えての制作．初学者に向けた理解度チェックの指

標の向上を図る予定である．  
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